
 
 

    20世紀スペインの政治･社会と植民地モロッコ 

        ――帝国復活／「モーロ人」の恐怖／植民地体制の呪縛―― 
                 
                       4-II-2005／深澤安博       
 
 本報告は、表記テーマに見通しを与えることと、リーフ戦争に対するスペイン社会の反

応（下記 II、とくに 2.2.）の解明を２大目的とした。 
 
0. 2004年 ジブラルタル海峡の向こう側 
 報告者は 2004年に５か月間スペインに滞在したが、この年は表記テーマに関すること 
についても以下に挙げるような様々な事件・推移が見られた。 
 ３月 11日の列車爆破事件（192人死亡）／同月 14日の総選挙での PP（日本での通称 
は国民党。実際の響きは民衆党か人民党）の敗北、PSOE（社会労働党）の勝利／４月の 
政権交替によるイラク撤兵（～６月）／移民の急増（イスラーム防波の可視的象徴として 
の海峡）／PSOE政権による移民政策の転換／西サハラをめぐる外交戦など。 
 また、これらに関して様々な言説が発せられた。その中でもセサル・ビダールの『イス 
ラームに対抗するスペイン ムハンマドからビン・ラディンまで』 César Vidal,España  
f t l l :ren e a  Is am  de Mahoma a Ben Laden(Madrid,2004) を取り上げなければならない。 
学問的なものではない本書をあえて紹介する理由についてはすぐ後で述べる。本書は以下 
のような論を展開する。 
  スペインは、近くにある「他文化」で「敵」であるイスラームと８世紀から闘って来 
  た／スペインが欲したからではなく、セウタ・メリーリャを守るためと国際的圧力に 
  よって、スペインは 20世紀初頭にモロッコ保護領を引き受けざるをえなかった／リー 
  フ戦争は２つの文化間の戦争（リーフ＝イスラームの立場からは聖戦）だった／イス 
  ラームとの闘いは現在も続いている（「文化としての我々の生存を守るためのつらいが 
  結局は不可避の闘い」／レイラ島（ペレヒール島）事件（2002年７月）の教訓として 
  のアメリカ合州国との同盟／イラク戦争は西欧（アメリカ合州国、西欧、イスラエル、 
  カナダ、オーストラリア、日本）の防衛同盟を強化した／移民は「国の領土そのもの 
  に入り込んだ第５列」である、など。 
見られるとおり、文化（ビダールにあってはほぼ宗教と同義）還元・対抗史観の権化とも

言うべき言説である。 
 本書の内容を紹介したのは、９月に PP政権の前首相アスナールがアメリカ合州国のジョ
ージタウン大学の客員教員として次ぎのような「講義」をしたからである――「アルカー



イダとスペインの問題は８世紀に始まる」、スペインは「そのアイデンティティ」を失うこ

とと「モーロ人によって征服されてイスラーム世界のもう一つの端くれとなる」ことを拒

否したのだ。アスナールは、まさに前掲ビダールと本質的に同じことを述べたのである。

アスナールは、ビダールの著を下敷きにしたのではないかとも考えられる。 
 さらに同９月、PSOE 政権の現首相サパテーロが国際連合総会で次ぎのような演説をし
た――「[テロリズムの]根源を知ることができるし知らなければならない」、「西欧世界とア
ラブ・ムスリム世界との間の文明間の同盟」を提起する。サパテーロがアスナールをどこ

まで意識したのかについては不詳である。「同盟」を提起するサパテーロの意図はよくわか

る。実際、サパテーロ政権の政策にもそれは表れている（上掲の移民政策や西サハラ政策、

さらに、マドリードでの「アラブの家」設立構想など）。しかし、この場合にも文明を固定

的に認識している（この点でビダールやアスナールと重なる）ところがある。 
 以下、20 世紀にスペインと（が）モロッコが（と）関わるようになった３大重要時期に
ついて述べる。 
 

I. 帝国復活の対象としてのモロッコ（1898-1909年） 
 報告者は、1898年の「破局」＝植民地帝国の完全な崩壊後、いかにスペインの社会と国
家を再生させるかということについて、20 世紀初頭までに、３つの方向性が提起されてい
たのではないかと考えてきた。それらは、社会の改革、体制の部分的改革、失われた帝国

の復活である。その中で、結局あるていどの力をもって実際に動き始めたのは最後の帝国

復活である（当時使われた言葉では、「弱体国家」「内向的国家」に甘んじないこと）。 
 1898年後に採らざるをえなくなった国際的協調政策の中で、スペイン国家はモロッコ分
割に加わって行く。1904 年の英仏協定を受けての同年 10 月のフランス・スペイン協定が
その結果である。この頃から 1930年代まで、スペインのヨーロッパ諸国との外交関係は主
に海峡をめぐる諸問題によって形づくられたと言ってよい。 
 この 1904年には明確な姿を見せ始めるアフリカ・キャンペーンは、商工業経営者層が主
導したものであり、スペイン社会・国家・経済の「再生」における意識的なイニシアティ

ブだった。それは、「国権」拡大による危機乗り切りの意図でもあり、（国内の）社会・政

治・経済改革に触れようとするものではなかった。この 20世紀初頭のスペインのアフリカ
ニスモは、当初「平和的侵入」を掲げた。それは、1898年以後の潜在的な戦争忌避の状況
と経済・財政状況が植民地戦争を許さなかったことによる。 
 しかし、1908年からスペイン人が北部モロッコの一部占領と鉱山採掘・鉄道敷設を開始
したことがモロッコ人の反発を呼び起こし、翌 09年７月にはモロッコで戦闘が始まる。27
年まで続くことになるモロッコ戦争の開始である（1912-13年にスペイン国家がモロッコ北
部を保護国＝事実上の植民地としたことなど、この後の経過については今回の報告では省

略した）。 
 



II. 「モーロ人」の恐怖――リーフ戦争（1921-1927年） 
 1921年７月のアンワールでのスペイン軍の大敗北（スペイン人は「破局」と呼んだ）は、 
モロッコでの戦闘をスペイン人がリーフ戦争と呼ぶ新たな様相に転換させた。この「アン 
ワールの衝撃」は、４つの政府の崩壊、プロヌンシアミエントの企図と成功（1923年９月） 
の直接的あるいは主要な要因であった。その後、スペイン軍は戦線拡大か、作戦縮小か、 
あるいは撤退かの間で動揺する。軍事費の負担（1922年に全歳出の 32～33％）も大きかっ 
た。リーフでは激しい空爆と毒ガス作戦が展開された。以下、リーフ戦争がスペイン政治 
とくにスペイン社会にどのような反応を生じさせたのかということに焦点を合わせたい。 

2.1. 1921年 10～12月の国会討議 
 この国会で「アンワールの衝撃」に対する各政治党派の反応が一挙に明らかとなった。

保守党派は、「裏切り者の懲罰」＝「攻撃した原住民の懲罰」を求めた。自由党諸派は、「破

局」の「責任」を追及し、また財政を破綻させない戦争政策を要求した。PSOE（スペイン
社会主義労働者党）の議員は、モロッコ放棄と「責任」追及を求めた。地域主義派・民族

主義派は、カタルーニャ人とバスク人はスペイン国家が遂行する戦争に責任を持たないと

して、モロッコ放棄を求めた。この国会では、「原住民」観、「モーロ人」観も表出された。

保守党派はとくに「懲罰」の語を多用した。支配されるべき「原住民」が「文明化した」

ヨーロッパ人・スペイン人に反抗しあまつさえ敗走させた驚きと狼狽も国会各派に共通し

て見られた。しかし他方でこの後もスペイン軍は、スペイン人の「血と銭」を節約すると

して「原住民」兵への依拠政策を打ち出さざるをえない（しかし、「原住民」兵を動員でき

る植民地をモロッコ以外にほとんど持たないという現実があった）。 
2.2. スペイン社会の反応 

2.2.1. スペイン・アフリカ連盟 
 最有力の植民地派組織であるアフリカ連盟（1913年発足）の反応をその機関誌『スペイ
ン・アフリカ雑誌』Revista Hispano-Africana（マドリード、ほぼ月刊）に拠って検討する
と、この組織が以下のことを主張したことがわかる――アブドゥルカリームの「懲罰」、ベ

ニウリアゲール（アブドゥルカリームの出身部族でリーフの中心）の打倒／モロッコ保護

領予算削減反対／軍事的攻撃だけでなく「政治的行動」もおこなって敵の分裂を促進させ

ること／「原住民」兵はスペイン人兵よりうまく闘う／強固な軍事的指導。 

2.2.2. 経済界・金融界 
 モロッコ戦争開始以降、経済界はアフリカニスモ継続グループと戦争政策慎重グループ

（とくに金融界）とに次第に分かれた。前者は多数派にはならなかった。後者を代表する

『経済・財政雑誌』Revista de E onomía y Hacienda（マドリード、週刊）に拠って経済
界とくに金融界の反応を検討すると、その一貫した以下の主張がわかる――軍事作戦拡大

反対／国内再建が優先する／軍事費膨張が財政困難をもたらす。この主張と並行して、経

済界が主導する増税反対運動が 1922～23年にかけて広汎に展開された。政治家カンボはこ
の立場に次第に移行して行った。 

c



         2.2.3.「現地」の恐怖 
 「現地」のスペイン人が置かれた反応＝恐怖を『リーフ通信』El Telegrama del Rif（メ 
リーリャ、日刊）に拠って検討すると、まず「破局」直後に在住スペイン人が大きな恐怖 
のもとに置かれていたことがわかる。『リーフ通信』は「モーロ人」の「懲罰」とそのため 
の軍事力・財政投入を要求した。さらに、次第にメトロポリへの不信を表明するようにな 
った――「主要な障害の一つは…政府が頻繁に変わることにある」（1922年８月）／「アフ 
リカ政策は政治党派に関係なくなされるべきである」（1923年３月）／「主要な戦闘はモロ 
ッコではなく、マドリードで展開されている」（1923年５月）。「モーロ人」は「野蛮人」、

「半 
野蛮人」であるとの言説はしばしば見られる。しかし（それ故に）、「原住民」兵依拠政策 
には反対した。  

2.2.4. 体制批判勢力 
 （１）労働運動諸党派 
 まず、PSOEは援軍兵士反対の抗議行動を組織できず、その行動は政府（国王）・軍部批
判と「責任」問題に集中した。他方で、リーフ人への共感・連帯はまったく見られない（「敵」、

「敵の野蛮さ」。スペイン人将兵の「英雄的行為」、「祖国ために、スペインの名のために尽

くした」）。スペイン共産党は党内抗争と PSOE との抗争の渦中にあり、戦闘的ではあった
が影響力は少なかった。CNT（全国労働連合）も内部の抗争・論争と弾圧で運動展開に困
難な状況に置かれていた。全体として、「破局」からプロヌンシアミエントまでの時期は、

労働者勢力の再編成（＝分裂）期と重なった。 
 （２）民族主義勢力 
 PNV（バスク民族主義党）『祖国』 Aberri 派がモロッコ戦争に最も反対した――戦争は 
「スペイン植民地主義」「スペイン帝国主義」の攻撃によって引き起こされた／アブドゥル 
カリームは「スペイン帝国主義によって不当にも攻撃された不幸な祖国の独立の断固たる 
擁護者」／「同様に、全く不当にもスペインの支配に服しているバスク人に、他の自由な 
人々[リーフ人]を支配するための企てにおいて自分たちの抑圧者[スペイン国家]のために武 
器を取らせるなどというこんな恥ずべきことがあるだろうか？」／「モーロ人の長[アブド 
ゥルカリーム]に、我々の称賛と尊敬と支持の挨拶を！」。『祖国』派はマラガの反乱兵士 
（1923年８月）を支持した（マラガの反乱兵士の一部はバスク旗を掲げる）。 
 カタルーニャでモロッコ戦争を最も批判したのはカタルーニャ行動党 Acció Catalanaだ 
った――モロッコ戦争（への動員）反対／モロッコ放棄／「カタルーニャはこの戦争を引 
き起こしもしなかったし、カタルーニャはこの戦争を望んでもいない」。しかし、リーフ人 
への共感と連帯は見られない。「３地域同盟」結成の際にも『祖国』派とカタルーニャ行動 
党の間の姿勢の差異が表れた（1923年９月）。1923年８～９月、カタルーニャ２県議会で 
モロッコ放棄が決議されたことはカタルーニャ行動党、カタルーニャ国家運動、ジーガの 
一部の主張に負っている（以上の 2.2.4.の多くの部分は報告者自身の研究に拠っていない）。 



  
   2.3. 誰がアフリカで闘うのか 
 09 年には兵役免除制度と予備役動員への反発が爆発したが、兵役免除が制度的には廃止
され予備役の動員もなかったアンワールの「破局」の後にはイベリア半島からの援軍派遣

に際しての大きな反発の動きは起きなかった。アフリカの地で闘ったのは、一般徴募の「貧

しい」兵士（しかし、平均徴兵率は 50%くらい）、兵役一部免除のための納付金を支払った
「特権」兵士（戦闘中の兵士の 20％くらいか）、少数の志願兵、「原住民」兵（「原住民正規
軍部隊」＝レグラーレス、「原住民武装警察隊」、ハルカ＝補助的な小戦闘集団）、外人部隊

だった。兵士帰還要求はまず納付金兵士から起きた。 
   2.4.「政治的行動」の強化 
 リーフ戦争では、金銭と地位の供与また直接の戦闘支援による「友好モーロ人」 ‘Moros 
amigos’ の獲得の工作が激しく展開された。 
  2.5. アブドゥルカリームのスペイン人へのメッセージ 
 1921年 12月と 1922年８月の２回、アブドゥルカリームはメトロポリの新聞に地声で登
場した――「リーフはスペイン人民を憎んでいない」、「軍事的浸入」以外は憎んでいない。 
  2.6. 対外関係への衝撃 
 リーフ戦争中には、「破局」を「外部の陰謀」（とくにフランス）に帰せしめる論調が目

だった。また、スペイン軍・国家が「原住民」の抵抗に遭っていることは，タンジャの統

治・管理形態をめぐる英・仏・西間の交渉におけるスペイン国家の立場を弱化させた。 
2.7.  プリモ・デ・リベーラ体制の戦争政策 

 プリモ・デ・リベーラ体制の戦争政策は、その前半の「半ば放棄」政策（1924年春～）
から植民地国家の共同作戦（1925年４月～）へと旋回した。結局、後者が「勝利」をもた
らした。この時期に、軍アフリカ派のマニフェストが見られた。それは『植民地軍雑誌』

Revista de T opas Coloniales （1924年１月創刊、セウタ、ほぼ月刊）である。 r
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II . 植民地体制の呪縛――スペイン内戦の中のモロッコ（1936-1939年） 
 アフリカ派軍人がその発生に大きく関わったメトロポリ・スペインでの内戦では、モロ

ッコ植民地が大きな、ときに決定的な役割を果たした。モロッコでは反乱が即時・全面的

に成功し、反乱派側に大量のレグラーレスが動員されたのである。モロッコでの反乱「平

定」による植民地住民管理機構の確立が動員を可能とさせたこと、共和国側がモロッコ民

族主義者の要求を拒否したこと（独立・自治要求を拒否）、これを見て反乱派側がモロッコ

民族主義者に誘いをかけたこと、などがこの事態を可能とさせた。 
 反乱派はモロッコ植民地で、メトロポリの内戦への動員のためにモロッコ人優遇政策を

採った。モロッコ民族主義者たちは、自分たちの要求実現のために反乱派を利用しようと

したが、他方でフランコはいつかは自分たちを裏切るだろうと警戒していた。 
 初期に失敗した共和国派はさらに植民地体制の呪縛の表れを見せた。仏・英両国の利益



を考慮してのスペイン領モロッコの「現状の変更」の提案である（1937年２月）。また、共
和国側では「モーロ人」の恐怖が叫ばれた。  
 
 X. その後のジブラルタル海峡の向こう側 
 第２次世界大戦中のフランコ政権は西北アフリカ帝国構想を抱いた。他方で、フランコ

政権はモロッコ独立まで宥和的アラブ政策も採った。 
 一応のまとめとして言えることは、スペイン国家・社会・人にとっては、うまく使える

対象としてモロッコ人の存在があったということである（'Moros amigos',  'Moros malos'）。 
 
 
         《以上の I, IIの一部、III については以下の論稿を参照》 
 
   深澤安博 「スペイン内戦とモロッコ」（上・中・下）、『人文学科論集』（茨城大学人 

文学部）Vols.33,34,35,  2000-2001 
               「20 世紀初頭のスペインのアフリカニスモ――1898 年の「破局」から帝

国の復活へ――」（上・下）、同上 Vols.37,38,  2002 
  _______ 「アブド・アルカリームの恐怖――リーフ戦争とスペイン政治・社会の動

揺(1921-1926年)」（上）、同上 Vol.43,   2004 
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